
近
代
化
に
伴
う
社
会
変
動

　
　
－
文
化
と
人
ロ
行
動
1

河
　
野
　
稠
　
果

一
、
人
口
学
か
ら
み
た
近
代
化
の
意
味

　
近
代
化
に
つ
い
て
人
口
学
か
ら
種
々
の
指
標
を
示
唆
で
き
る
が
、
わ
け
て
も
出
生
率

（
合
計
特
殊
出
生
率
）
と
死
亡
率
（
平
均
寿
命
）
は
意
義
が
深
い
。
出
生
率
が
低
く
、

平
均
寿
命
の
高
い
状
態
に
な
る
こ
と
を
近
代
化
と
考
え
る
。
生
存
率
の
上
昇
、
そ
の
矩

形
化
は
多
く
の
社
会
経
済
的
意
味
を
持
つ
。
戦
前
は
日
本
で
は
一
〇
〇
人
同
時
に
生
ま

れ
た
コ
ウ
ホ
ー
ト
の
う
ち
七
五
人
し
か
二
〇
歳
に
到
達
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
経
済
活

動
年
齢
の
終
着
駅
で
あ
る
六
五
歳
ま
で
は
三
〇
人
し
か
生
存
し
な
か
っ
た
。
現
在
は
九

九
人
が
成
人
式
を
迎
え
、
八
三
人
が
六
五
歳
に
な
っ
て
も
生
存
す
る
。
日
本
が
な
ぜ
経

済
発
展
を
遂
げ
た
か
の
裏
に
は
、
昔
は
人
間
投
資
を
行
っ
て
も
莫
大
な
無
駄
が
あ
っ
た

が
、
昨
今
は
そ
の
無
駄
が
非
常
に
少
く
な
り
、
人
間
投
資
（
教
育
）
が
き
わ
め
て
有
効

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
が
あ
る
。
以
上
の
ほ
か
に
先
進
国
は
現
役
の
人
口
が

出
生
率
・
死
亡
率
の
低
下
に
よ
っ
て
相
対
的
に
大
き
く
、
経
済
活
動
に
対
し
有
利
で
あ

る
こ
と
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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二
、

近
代
化
と
人
ロ
転
換

人
ロ
転
換
学
説
、
東
ア
ジ
ア
の
人
ロ
転
換

　
　
ー
ア
イ
リ
ー
ン
・
ト
イ
バ
ー
博
士
の
卓
見
ー

　
人
口
転
換
と
は
多
産
多
死
か
ら
多
産
少
死
を
経
て
、
少
産
少
死
に
至
る
人
口
の
変
化

の
過
程
で
あ
り
、
欧
米
先
進
国
は
み
な
こ
の
過
程
を
辿
っ
て
来
た
。
日
本
も
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
こ
れ
を
完
了
し
て
お
り
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
東
ア
ジ
ア
、
特
に
儒
教

文
化
圏
に
あ
る
韓
国
、
台
湾
、
ホ
ン
コ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
し
て
中
国
本
土
は
そ

の
道
程
に
あ
り
、
そ
れ
を
完
了
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
A
S
E
A
N
諸
国
も

以
上
の
国
と
ま
で
は
行
か
な
い
が
、
特
に
そ
の
中
国
系
の
人
口
に
お
い
て
人
口
転
換
の

兆
候
は
顕
著
で
あ
る
。
人
口
転
換
が
西
洋
諸
国
以
外
に
儒
教
文
化
圏
で
見
ら
れ
、
そ
こ

で
多
産
多
死
か
ら
脱
却
し
て
少
産
少
死
へ
移
行
す
る
現
象
が
見
ら
れ
る
と
洞
察
し
、
そ

の
完
了
を
予
言
し
た
の
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
故
ア
イ
リ
ー
ン
・
ト
イ
バ
ー
博
士
で

あ
っ
た
。
ト
イ
バ
ー
博
士
に
よ
れ
ば
儒
教
文
化
は
人
口
の
近
代
化
を
促
進
さ
せ
る
要
素

が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
出
生
率
の
低
下
が
特
に
中
国
文
化
圏
の
諸
国
に
お
い
て
顕
著
な
こ
と
、
つ
い
て
A
S

E
A
N
諸
国
に
お
い
て
も
そ
れ
に
準
じ
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
表
ー
1
を
参
照
の
こ
と
。

表
ー
1
に
お
い
て
、
中
国
文
化
圏
の
国
々
や
A
S
E
A
N
諸
国
は
途
上
国
の
中
で
は
、

経
済
社
会
発
展
に
関
し
優
等
生
で
あ
り
、
家
族
計
画
に
関
す
る
熱
意
も
な
み
な
み
な
ら

ぬ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

三
、

儒
教
・
漢
字
文
化
と
近
代
化
と
の
関
わ
り

　
　
ー
そ
の
光
と
影
1

　
儒
教
文
化
は
元
来
近
代
化
を
遅
滞
さ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
一
八
～
一
九
世
紀

に
お
け
る
中
国
の
停
滞
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
儒
教
は
礼
と
い
わ
れ
る
人
間
行
動
の
儀

式
化
を
重
ん
じ
た
が
、
同
時
に
伝
統
的
秩
序
の
固
定
化
、
男
尊
女
卑
、
長
幼
の
序
を
強

調
し
た
。
こ
れ
ら
が
近
代
化
の
障
害
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
儒
教
に

は
近
代
化
に
対
し
プ
ラ
ス
の
効
果
を
持
つ
も
の
も
多
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

儒
教
は
教
育
を
重
視
し
、
勤
勉
、
質
素
を
旨
と
し
、
禁
欲
的
状
態
に
お
い
て
自
己
を
律

し
て
行
く
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
徳
目
は
、
実
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー

が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
倫
理
と
し
て
述
べ
た
西
欧
の
産
業
革
命
時
の
キ
リ
ス
ト
新
教
の

世
界
観
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
儒
教
の
世
界
観
が
日
本

の
よ
う
な
資
源
の
少
い
環
境
に
お
い
て
切
磋
琢
磨
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
、
現

在
の
日
本
人
、
韓
国
人
の
勤
勉
の
哲
学
と
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

　
ま
た
、
漢
字
の
使
用
も
、
従
来
は
漢
字
の
複
雑
性
の
た
め
近
代
化
を
阻
害
さ
せ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
漢
字
制
限
、
ロ
ー
マ
字
化
の
動
き
も
見
ら
れ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、

漢
字
の
学
習
は
近
代
化
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
が
あ
り
、
そ
の
学
習
過
程
は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
の
形
成
を
促
進
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
、
さ
ら
に
漢
字
を
　
た
び
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば

非
常
に
早
く
概
念
化
が
行
わ
れ
、
早
く
文
章
が
読
め
る
と
の
利
点
も
指
摘
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
漢
字
の
使
用
は
近
代
化
に
と
っ
て
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
な
く
、
む
し

ろ
差
し
引
き
し
て
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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表一1社会経済スコアと家族計画プログラムの進展度による発展途上諸国87力国の

　　　普通出生率の低下：1972～1982年

社会

経済

スコア

高

中の上

中の下

低

1

家族計画プログラムの進展度（1972～82年）

強 1 中

　　　　　　1国　低下率％

シンガポール
ホンコン
韓国
台湾
モーリシャス

3
0
0
0
8

4
4
3
3
2平均　　34

中国 43

平均　　43

国 低下率％

キ＝一ハ
コロンビア
チリ

ジャvイカ
パナマ
コスタリカ

9
5
2
0
8
4

5
3
3
3
2
2

トリ　ニダー　ド・トノミコ　23

フィージー　　　　　18
　　　　　平均　　31

タイ

マレーシア
フィリピン
ドミニカ共和国
チュニジア
スリランカ
エルサルバドル

7
0
3
1
9
8
1

3
3
2
2
1
1
1

平均　　23

インドネシア　　　　28
インド　　　　　　　17
ベトナム　　　　　　10
　（北ベトナムのみ）

平均 7

±

1 弓弓

国　低下率％

ブラジル　　　27
メキシコ　　　22
べ不ズェラ　　14

平均　　21

トルコ

ェジプト
グァテマラ
エクアドル
モロツコ
ホンジュラス

M
1
2
7
7
6
6

平均　　12

1
9
0

1　
ン

　
タ

チ
ス
ア

イ
キ
ニ

ハ
パ
ケ

平均　　11

パングラテシュ0
ネパール　　　ー1

平均 0

平司 63 26 11

微弱あるいは皆無

国 低下率％

　
イ
　
ト

ン
ア
　
一
ン

　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ノ
ク
一
エ
タ
ア

ハ
ラ
ル
ウ
ル
ピ

レ
パ
ペ
ク
ヨ
リ

7
4
1
8
4
0

2
1
1

平均　　11

モンコノレ

ニカラグア
アルジェリア
シリア
コンコ
ガーナ
ザイール
ザンビア
イラク

平均

9
7
5
3
0
0
0
0
0
3

カンボジア
ビルマ
パブア・ニユーギニア
民主イニメン
ポリビア
コートジポアール
ナイジェリア
セネガル
リベリア
マダガスカル
モザンビーク
ウガンダ

4
6
5
3
2
1
1
0
0
0
0
0

1

カメルーン連合共和国0
　　　　　　　　マ　　　や

シンハフエ
レソト

平均

1
4
り
一

　
一

モーリタニア　　　　　　　　　　6
ラオス人民民主共和国5
ブルンジ
アフガニスタン
ギニア
トーゴ

ニソエーノレ

中央アフリカ共和国
チャド
エチオピア
マウイ

ルワンタ
シエラレオネ
スータン

4
3
2
2
1
0
0
0
0
0
0
0

タンザニア連合共和国0
ブルキナ・ファソ
イエメソ
ソマリア
マリ

　　　　　平均

0
0
0
1
1

　
　
　
「

3

合計

25

13

5

1

11

（資料）：W．Parker　Mauldin　and　Robert　J．　Lapham，“Measuring　family　planning　program　effort　in

　　　developing　countries，1972　and　1982”，　Nancy　Birdsall，　et，　al．，　The　EffectsげFαmi妙　1）rぴ

　　　gramms　on　Fertility　in　the、Developing　Countries，　Washington　D．　C．，1985．
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四
、

文
化
と
人
ロ
に
関
す
る
東
ア
ジ
ア
と
他
地
域

（
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
圏
と
イ
ン
ド
亜
大
陸
）

と
の
比
較

　
ア
ジ
ア
を
大
き
く
儒
教
文
化
圏
と
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
圏
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
く
ら
い
中
国
を
中
心
と
す
る
文
明
と
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
イ
ン
ド
亜
大
陸
に
及
ぶ

文
明
と
は
相
違
が
あ
る
。
二
〇
世
紀
後
半
に
な
り
、
中
国
文
化
圏
の
諸
国
の
躍
進
は
目

覚
し
く
一
部
で
は
太
平
洋
時
代
の
到
来
と
い
う
人
が
い
る
が
、
反
面
、
イ
ン
ド
文
化
圏

諸
国
の
近
代
化
の
立
ち
遅
れ
は
著
し
い
。
中
国
文
化
圏
の
根
底
に
儒
教
と
漢
字
文
化
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
イ
ン
ド
文
化
圏
に
あ
る
｛
巴
昌
。
。
日
、
反
現
世
主
義
、

そ
し
て
積
善
あ
れ
ば
こ
の
世
で
報
い
あ
り
と
い
う
因
果
応
報
が
直
ち
に
現
わ
れ
る
と
い

う
考
え
の
欠
除
が
、
イ
ン
ド
文
化
圏
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
か
。

五
、

日
本
に
お
け
る
出
生
率
低
下
と
そ
の
社
会
的
文
化
的
要
因

　
　
－
儒
教
文
化
と
5
0
句
゜
。
θ
ξ
留
－
胃
胃
6
ξ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
の

　
　
　
　
遭
遇
1

　
日
本
で
戦
後
出
生
率
低
下
が
ど
う
し
て
空
前
絶
後
の
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
行
わ
れ
た

か
に
つ
い
て
多
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
基
本
的
に
は
他
の
欧
米
先
進
国
と
同
じ
く
、

産
業
革
命
、
工
業
化
、
都
市
化
、
生
活
水
準
の
上
昇
、
子
供
の
経
済
価
値
の
下
落
、
教

育
コ
ス
ト
の
上
昇
、
そ
し
て
社
会
保
障
の
拡
充
の
た
め
子
供
を
老
後
の
保
障
と
し
た
考

え
方
が
な
く
な
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
ほ
か
に
儒
教
文
化
を
背
景

と
し
た
日
本
固
有
の
要
因
も
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
よ
う
な
資
源
が
稀
少
で
土
地
が
狭

わ
い
な
と
こ
ろ
で
、
儒
教
文
化
の
勤
勉
の
哲
学
が
見
ら
れ
れ
ば
お
互
い
の
烈
し
い
競
争

が
行
わ
れ
る
が
、
特
に
そ
れ
が
受
験
と
い
う
、
経
済
活
動
人
口
た
る
大
人
に
な
る
た
め

の
通
過
儀
礼
に
お
い
て
激
甚
と
な
り
、
そ
の
た
め
子
供
の
コ
ス
ト
の
急
上
昇
に
よ
っ
て

親
達
は
子
供
を
忌
避
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

六
、

人
ロ
学
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
人
口
・
社
会
の
将
来

　
　
－
他
の
発
展
途
上
国
に
対
す
る
教
訓
1

　
中
国
文
化
圏
の
文
化
体
系
は
他
の
発
展
途
上
国
（
イ
ン
ド
文
化
圏
、
ア
フ
リ
カ
、
中

近
東
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
）
と
は
異
な
る
の
で
彼
等
に
と
っ
て
教
訓
は
な
い
と
す
る

考
え
方
も
あ
る
が
、
近
代
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
枢
は
欧
米
で
発
達
し
た
科
学
技
術
的

普
遍
主
義
（
ど
こ
で
も
同
じ
条
件
な
ら
同
じ
結
果
を
生
む
と
い
う
自
然
科
学
的
法
則
主

義
）
で
あ
り
、
近
代
経
済
学
の
原
理
に
あ
る
よ
う
な
人
ロ
ー
資
源
ー
技
術
－
発
展
と
い

う
図
式
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
も
と
で
、
中
国
文
化
圏
の
文
化
の
中
で
こ
の
よ
う
な
科

学
技
術
に
直
結
し
た
領
域
の
部
分
は
相
当
程
度
輸
出
入
の
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
問
題

は
、
文
化
は
時
と
し
て
そ
の
普
遍
主
義
的
展
開
を
あ
る
い
は
阻
害
し
、
あ
る
い
は
促
進

さ
せ
る
要
因
で
あ
っ
て
、
ど
の
文
化
も
両
刃
の
剣
で
あ
る
と
す
る
と
、
中
国
文
化
圏
で

は
ど
の
よ
う
に
し
て
儒
教
文
化
が
科
学
技
術
の
進
展
に
対
し
有
効
な
側
面
を
持
っ
た
か

を
学
ぶ
こ
と
は
、
非
中
国
文
化
圏
に
お
い
て
も
多
く
の
教
訓
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

〔
注
記
〕

　
表
↓
は
、
八
十
七
の
途
上
国
を
一
方
で
は
社
会
経
済
発
展
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
政

府
の
家
族
計
画
に
対
す
る
熱
意
・
努
力
の
程
度
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
次
元
で
整
理
分
類
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し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
十
年
間
（
一
九
七
二
～
一
九
八
二
年
）
に
ど
の
よ
う
な

出
生
率
低
下
を
達
成
し
た
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
出
生
率
の
低
下
は

社
会
経
済
の
発
展
に
よ
る
と
共
に
、
政
府
の
人
口
政
策
に
お
け
る
熱
意
・
努
力
が
加

わ
っ
た
時
に
相
乗
的
に
大
き
な
差
を
見
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方

社
会
経
済
発
展
だ
け
で
は
低
下
の
速
度
が
遅
い
が
、
他
方
人
口
政
策
だ
け
で
は
こ
れ
ま

た
限
界
が
あ
る
。
最
も
出
生
率
の
低
下
が
著
し
い
の
は
社
会
経
済
発
展
が
よ
く
行
わ
れ
、

し
か
も
政
府
が
家
族
計
画
活
動
に
非
常
に
熱
心
な
場
合
で
あ
る
。
逆
に
社
会
経
済
発
展

に
つ
い
て
見
る
べ
き
点
も
な
く
、
政
府
の
人
口
政
策
に
関
す
る
関
心
が
乏
し
い
国
で
は
、

出
生
率
低
下
の
実
績
は
全
然
な
い
。
た
だ
、
社
会
経
済
ス
コ
ア
が
低
い
国
で
家
族
計
画

進
展
度
が
「
強
」
あ
る
い
は
「
中
」
の
国
が
一
つ
も
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
基
本
的

な
社
会
経
済
発
展
は
あ
る
程
度
家
族
計
画
の
進
展
そ
の
も
の
に
対
す
る
必
須
条
件
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
そ
れ
が
結
局
出
生
率
低
下
に
対
す
る
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
社
会
経
済
ス
コ
ア
が
高
く
家
族
計
画
進
展
度
の
高
く
出
生
率
低
下
の
著
し
い
国

は
島
国
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
反
面
内
陸
国
は
全
く
逆
の
様
相
を
示
し
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。

　
以
下
社
会
経
済
ス
コ
ア
と
家
族
計
画
進
展
度
に
つ
き
説
明
す
る
。

　
一
、
社
会
経
済
ス
コ
ア

　
一
九
七
〇
年
を
中
心
と
し
て
表
章
さ
れ
た
各
国
の
近
代
化
の
程
度
を
表
す
五
十
の
指

標
の
中
か
ら
次
の
七
つ
の
指
標
が
選
ば
れ
た
。

　
ω
平
均
寿
命
、
②
乳
児
死
亡
率
、
③
成
人
識
字
率
、
④
男
子
非
農
業
就
業
人
口
に
占

め
る
割
合
、
⑤
小
中
高
校
就
学
率
、
⑥
人
口
一
〇
〇
〇
、
○
○
○
以
上
の
都
市
人
口
の

総
人
口
に
占
め
る
割
合
、
m
一
人
当
た
り
G
N
P

　
以
上
の
七
つ
の
社
会
経
済
指
標
の
総
合
点
に
よ
り
、
八
十
七
の
発
展
途
上
国
を
「
高
」
、

「
中
の
上
」
、
「
中
の
下
」
、
「
低
」
に
四
つ
の
階
級
に
分
類
す
る
。

　
二
、
家
族
計
画
進
展
度

　
他
方
、
各
国
の
家
族
計
画
の
進
展
度
に
よ
っ
て
八
十
七
の
発
展
途
上
国
が
分
類
さ
れ

る
が
、
そ
の
際
三
十
の
指
標
に
基
づ
い
て
階
級
分
け
が
行
わ
れ
た
。
三
十
の
指
標
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
ω
　
政
府
の
人
口
増
加
に
対
す
る
政
策
、
あ
る
い
は
出
生
抑
制
・
家
族
計
画
推
進
政

　
　
策
の
有
無
。

　
②
　
政
治
家
に
よ
る
家
族
計
画
を
支
持
す
る
公
式
の
声
明
の
有
無
。

　
③
　
家
族
計
画
活
動
を
推
進
し
監
督
す
る
政
府
機
関
の
ポ
ス
ト
が
大
臣
か
長
官
の
レ

　
　
ベ
ル
で
あ
る
か
ど
う
か
。

　
④
　
結
婚
年
齢
に
関
す
る
法
的
制
限
の
有
無
。

　
⑤
　
避
妊
薬
・
避
妊
具
に
関
す
る
輸
入
、
国
内
販
売
が
自
由
で
あ
る
か
ど
う
か
。

　
⑥
　
マ
ス
コ
ミ
が
避
妊
薬
・
避
妊
具
の
宣
伝
を
で
き
る
か
ど
う
か
。

　
⑦
　
家
族
計
画
主
管
の
省
庁
以
外
の
省
庁
が
家
族
計
画
を
支
持
し
、
助
力
を
与
え
て

　
　
い
る
か
ど
う
か
。

　
⑧
　
政
府
が
国
内
予
算
か
ら
家
族
計
画
の
領
域
に
支
出
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
少
な

　
　
く
と
も
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
族
計
画
予
算
は
自
前
で
（
外
国
か
ら
援
助
さ
れ
ず

　
　
に
）
支
出
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
⑨
　
非
政
府
団
体
が
家
族
計
画
の
活
動
に
参
与
し
て
い
る
こ
と
。

　
⑩
　
政
府
内
の
部
局
が
家
族
計
画
の
推
進
・
管
理
を
行
う
た
め
充
分
な
官
僚
体
制
を

　
　
具
備
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
⑪
　
避
妊
薬
・
器
具
の
配
布
に
際
し
て
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
毎
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
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設
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

⑫
　
避
妊
薬
・
器
具
は
政
府
以
外
の
民
間
販
売
店
に
よ
っ
て
配
布
さ
れ
て
い
る
か
、

　
そ
の
価
格
は
政
府
が
相
当
程
度
補
助
を
行
っ
て
低
廉
か
ど
う
か
。

03

@
産
後
の
主
婦
が
家
族
計
画
に
関
す
る
知
識
・
教
育
を
病
院
あ
る
い
は
自
宅
で
受

　
け
て
い
る
か
ど
う
か
。

04
@
各
市
町
村
区
に
巡
回
家
族
計
画
指
導
員
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

　
か
。

⑮
　
国
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
、
町
村
レ
ベ
ル
に
適
切
な
行
政
的
体
制
が
備
わ
っ
て

　
い
る
か
ど
う
か
。

06

@
各
市
区
町
村
に
管
理
者
、
医
師
、
看
護
婦
、
医
療
技
術
者
、
巡
回
避
妊
薬
・
器

　
具
配
布
指
導
員
等
が
い
て
、
充
分
な
家
族
計
画
教
育
・
指
導
の
実
を
挙
げ
る
の
に

　
ふ
さ
わ
し
い
体
制
を
取
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

・
⑰
　
そ
の
よ
う
な
各
ク
ラ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
与
え
ら
れ
た
責
務
を
果
た
し
て
い
る
か

　
ど
う
か
。

⑱
　
家
族
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
充
分
な
薬
剤
、
器
材
、
運
搬
手
段
（
例
え
ば

　
自
動
車
）
を
中
央
、
地
域
、
市
区
町
村
が
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
。

⑲
　
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
適
切
な
監
督
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

⑳
　
情
報
伝
達
、
人
口
教
育
に
お
い
て
マ
ス
コ
ミ
が
行
う
頻
度
、
①
少
な
く
と
も
一

　
カ
月
に
一
回
行
わ
れ
て
い
る
か
、
②
三
～
六
カ
月
毎
に
一
回
、
③
そ
れ
以
下
。

⑳
　
家
族
計
画
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
金
銭
・
物
品
の
報
償
が
行
わ
れ
て
い
る
か

　
ぐ
　
　
　
　
　
へ
　
む

　
と
・
つ
・
カ

02
@
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
患
者
数
や
避
妊
薬
を
与
え
た
回
数
等
の
、
サ
ー
ビ
ス
統
計
の
記

　
録
を
と
る
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
劇
　
国
内
の
家
族
計
画
活
動
に
対
し
て
科
学
的
な
評
価
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど

　
　
う
か
。

　
ω
　
家
族
計
画
活
動
の
政
策
の
最
終
決
定
を
す
る
行
政
官
が
家
族
計
画
現
状
評
価
の

　
　
レ
ポ
ー
ト
を
読
み
、
政
策
策
定
に
充
分
参
考
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
㈱
　
男
子
の
不
妊
手
術
が
合
法
的
で
誰
に
で
も
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

　
㈱
　
女
子
の
不
妊
手
術
が
合
法
的
で
誰
に
で
も
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

　
⑳
　
ピ
ル
（
注
射
の
場
合
も
含
む
）
が
合
法
的
で
、
容
易
に
、
安
く
供
給
さ
れ
て
い

　
　
　
ユ
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
パ
　
　

　
　
る
カ
と
う
カ

　
㈱
　
コ
ン
ド
ー
ム
が
合
法
的
で
、
容
易
に
、
安
く
供
給
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
⑳
　
I
U
D
が
合
法
的
で
、
容
易
に
、
安
く
供
給
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
⑳
　
人
工
妊
娠
中
絶
が
希
望
者
に
は
手
軽
く
、
安
く
、
清
潔
安
全
な
状
況
の
下
で
受

　
　
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
に
つ
い
て
○
点
か
ら
四
点
が
そ
の
強
度
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
る
。

総
合
得
点
と
「
強
」
、
「
中
」
、
「
弱
」
、
「
微
弱
あ
る
い
は
皆
無
」
と
の
関
係
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

家
族
計
画
進
展
度

　
　
　
強

　
　
　
中

　
　
　
弱

微
弱
あ
る
い
は
皆
無

得
点

八
〇
点
以
上

五
五
～
七
九
点

二
五
～
五
四
点

二
四
点
以
下
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中

　
　
　
弱

微
弱
あ
る
い
は
皆
無

五
五
～
七
九
点

二
五
～
五
四
点

二
四
点
以
下
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